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近年、中山間地域の農業就業人口の減少や高齢化
の影響により、耕作が中止され遊休化した農地が増
加している。特に中四国地方の中山間地域では、作
業道が狭く、棚田が急傾斜地にあり一枚が小さいこ
とから、大型の機械が使えないため、耕作放棄地が
増加している（的場ほか 2003）。耕作が中止され荒
廃した農地では、イノシシなどの野生動物による被
害が生じるため、放牧家畜を利用した耕作放棄地の
管理に期待が寄せられている（千田ほか 2002）。牛
は１頭飼養するのに必要な面積が大きく、棚田のよ
うな小面積の管理には不向きである。一方、ヤギは
牛と比べて小型で扱いやすく、身軽で急傾斜地に強
いうえ、野草に対する嗜好性も高くて飲用水も少な
くて済むといった利点がある（萬田2000、的場ほか
2003、高山ほか 2009）。このため近年、耕作放棄地
の管理を目的にヤギの放牧による除草効果が検討さ
れるようになった（高山ほか2009、卯城・加藤2012、
主税ほか 2014、浅風・加藤 2015）。放牧家畜による
耕作放棄地管理においては、家畜の植物種に対する
嗜好性が問題となる。これまでのところ、ヤギを放
牧して数年が経過した耕作放棄地と放牧をしたこと
のない耕作放棄地での嗜好性は比較されていない。
本研究では、ヤギを放牧して４年間経過した耕作放
棄地と、放牧履歴のない耕作放棄地において、それ
ぞれの耕作放棄地に自生する植物に対するヤギの嗜
好性について検討を行なった。嗜好性に影響する動
物側の要因である味覚と嗅覚に関して、ヤギの嗜好
性の異なる３種の植物に対してヤギとヒトの反応に
ついても比較を行なった。
材料と方法
調査は、高知県長岡郡大豊町怒田地区で行なった。
1975年以前は桑畑であったがそれ以降は耕作を中止
した棚田３筆（面積1075m2）にわたって、高さ1.8 m
の牧柵で囲い放牧区（以下、牧区という）とした。
牧区の外側に隣接するように面積122m2の採食実験
区（牧区外）を設定した。ヤギは、2011年４月24日
生まれのモモコと、モモコの異父姉妹で2012年４月
６日生まれのアイコと名付けられた２匹の日本ザー
ネン種の雌である。怒田地区におけるモモコの放牧
は生後62日目の2011年６月24日から、アイコの放牧
は生後92日目の2012年７月６日から始まった。
牧区内外の植物相を把握するため2015年９月４
日、10月30日、11月26日（牧区外は11月24日）に植
物相調査を行なった。植物名は佐竹ほか（1985）、佐
竹ほか（1989）、高橋（1990）、岩槻（1992）、長田（1993）
に準拠した。植物相の調査では、調査区内を歩いて
回り確認できた植物種を記録し、各植物種の被度を
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要 旨
高知県長岡郡大豊町の耕作放棄地において、そこに自生する植物に対するヤギの嗜好性を調査
した。2011年から４年間放牧した放牧区（面積1075m2）と、放牧区に隣接する放牧区外（面積
122m2）で、ヤギ２頭の採食行動を2015年９月から11月まで観察した。その結果、放牧区にはヤギ
の嗜好性が高い植物はほとんど生育しておらず、嗜好性の比較的低いヨモギの採食頻度も高かっ
た。ミゾソバは、放牧区外では花の咲いている10月にのみ嗜好性が高く、花の有無によって嗜好
性が変化していた。牧区内外に共通してクズ、カラムシ、ススキ、ヤマグワに対する嗜好性は高
かった。ヨウシュヤマゴボウなどの有毒植物やカキドオシなどのシソ科の草本は全く食べられて
いなかった。
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目視で推定した。出現した植物の被度は、３+
（25-50%）、２+（10-25%）、１+（１-10%）、+（<１
%）の４段階に分けた。
牧区内外に生息する植物へのヤギの採食嗜好性の
比較を行なった。牧区内はヤギが自由に移動でき、
牧区外ではヤギは首縄でつながれた状態であった。
各植物に対するヤギの相対的な嗜好性を求めるにあ
たっては、採食行動を10分間観察した。採食行動の
観察は、９月４日、10月は２日から31日までの間の
10日、11月は24日と26日に行なった。ヤギが採食行
動に費やした時間のうち、各植物種に対する採食時
間をストップウォッチとボイスレコーダーを用いて
計測し、記録した。採食行動の観察は、１日につき
３回行なった。採食行動に費やした時間に対する各
植物種を採食していた時間の割合の平均値を基に、
各植物種の相対的な嗜好度（%）を月ごとに算出し
た。植物相調査で、被度が１＋より高い種について
は、嗜好度を被度で割ったものをヤギのその種に対
する選好度とした。
各植物に対するヤギの採食嗜好性と、ヒトがそれ
らの植物を生で食べたときに感じる味と匂いとの間
に関連があるかをみるため記名式質問紙調査を行
なった（ただし、支障がない人のみ記名）。記名式で
質問紙調査を行なったのは、記入内容が不明瞭な場
合に調査後に記入内容の確認を取りやすいからであ
る。選んだ植物は、福島（1998）を参考に、ヒトの
食用にも使われる種の中でヤギの採食頻度が高い種
（ヨモギ）、採食頻度が低い種（コハコベ）、採食頻度
が全くない種（カキドオシ）とした。2015年12月に
これら３種を実際に試食してもらって、各植物種の
味と匂いについて尋ねた。植物は質問紙調査の前日
の午後もしくは当日に採集し、試食直前まで冷蔵庫
で保存した。試食用の植物は、採集した後、水洗い
して調理されていない生の状態のものを用意した。
調査対象者は32名であった。対象者は有志を募って
集まってもらったため粗品など報酬のないグループ
調査で、対象者のほとんどは高知大学の生物に興味
のある学生と教員であった。質問の内容は以下のと
おりである。
１．それぞれの草の味について、苦い、渋い、酸っ
ぱい、からい、えぐい、無味、その他の中であて
はまるものを選んでください（複数回答可）。ま
た、その他を選んだ人はその味を書いてください。
２．それぞれの草の匂いについて、青臭い、刺激臭、
酸っぱい、さわやか、無臭、その他の中であては
まるものを選んでください（複数回答可）。また、
その他を選んだ人はその匂いを書いてください。
３．その他意見や感想があれば自由に記述してくだ
さい。
質問項目１と２に関して、味と匂いを次のように
得点化した。味については、苦い、渋い、酸っぱい、
からい、えぐいという感想を否定的な反応とし、こ
れらに対する総投票数を計数した。無味という感想
を許容できる反応とみなし、その投票数を否定的で
ない得点とした。匂いについては、青臭い、刺激臭、
酸っぱいに対する総投票数を否定的な得点、さわやか
と無臭に対する総投票数を否定的でない得点とした。
結果
植物相 牧区内において、９月４日には32科60種、
10月30日には26科53種、11月26日には24科48種の植
物種が確認された。牧区内は、ヨモギ（Artemisia
princeps）、セイタカアワダチソウ（Soridago altissima）、
ミゾソバ（Persicaria thunbergii）、カキドオシ（Glechoma
hederacea）の被度が高かった（Table 1）。９月11日
に牧区内の植物を草丈約30cm以下に全面的に刈り
取ったことから、10月にオオアレチノギク（Conyza
sumatrensis）とショウブ（Acorus calamus）の被度
が低下した。牧区外においては、９月４日に15科22
種、10月30日に24科42種、11月24日に26科47種の植
物種が確認され、特にヨモギ、ミゾソバ、ススキ
（Miscanthus sinensis）の被度が高かった。
嗜好性 牧区内ではヨモギ、ヒメクグ（Cyperus
brevifolius）、ススキ、ミゾソバに対する嗜好度が高
かった（Table 2）。牧区外では、９月は特にクズ
（Pueraria lobata）に対する嗜好度が高く、９月から
10月にかけてはカラムシ（Boehmeria nipononivea）
に対する嗜好度が高かった。10月は他にもススキや
ミゾソバを好んで食べていた。11月にはススキとヤ
マグワ（Morus australis）に対する嗜好度が高かった。
牧区内では、９月はミゾソバ、10月はミゾソバに
加えてヒメクグとヨモギ、11月にはヒメクグとスス
キに対する選好度が高かった（Table 3）。牧区外で
は、９月にクズとカラムシに対する選好度が高く、
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10月は高い選好度を示す植物種はなかった。11月に
はススキとヤマグワに対しての選好度が高かった。
選好度の低かった種は、牧区内ではセイタカアワダ
チソウ、オオアレチノギク、ショウブ、カキドオシ、
ベニバナボロギク（Crassocephalum crepidioides）、
サヤヌカグサ（Leersia sayanuka）、ヘビイチゴ
（Duchesnea chrysantha）、ア ゼ ナ ル コ（Carex
dimorpholepis）の８種、牧区外ではヨモギ、クサヨ
シ（Phalaris arundinacea）、スイバ（Rumex acetosa）、
フキ（Petasites japonicus）、ウシハコベ（Stellaria
aquatica）の５種であった。ただし、選好度の低かっ
た植物の中には、採食が全く観察されなかった種（選
好度が０)も含まれている。
牧区内で採食しているのが確認されたものの、牧
区外では確認されなかった植物は８科11種だったの
に対して、牧区外で採食しているのが確認されたも
のの、牧区内では確認されなかった植物は２科２種
であった（Table 4）。ヤギによる採食が全く観察さ
れなかった種は、カキドオシとショウブなど18科26
種であった。
質問紙調査 生の状態のヨモギ、コハコベ（Stellaria
media）、カキドオシの３種に対するヒトの味に関す
る反応は、ヨモギに対して最も否定的な得点が高
かった（Fig. 1）。ヨモギに対する具体的な味の評価
は苦い、渋い、えぐいの得票数が多かった。一方、
コハコベは否定的でない得点が最も高かった。コハ
コベに対しては、「甘い」が複数、他に「おいしい」
等の肯定的な回答もあった。カキドオシは、「草の
味」、「スパイスみたい」等の回答もみられた。
匂いについても味の場合と同様の傾向であった
が、味の場合に比べ３種間の評価に大きな違いはみ
られなかった。その他の意見として、ヨモギは「草
餅」、「ハーブのような香り」等、コハコベは「匂い
があまりしない」、カキドオシは「良い香り」という
回答もあった。
質問項目３に関して、ヨモギは他の２種と比較し
て主に味に対しての否定的な意見が多く、「おいし
くない」が複数、他に「できれば食べたくない」、「後
味が悪い」等の回答が得られた。コハコベは主に味
に対して肯定的な意見が多く、「おいしい」、「リンゴ
のような風味」等の回答が得られた。カキドオシに
対しては、「ハーブみたい」、「香りが強い」といった
シソ科特有の独特の匂いに対する意見が多く、味に
対して肯定的な意見では、「セリに似ている」、否定
的な意見では、「後に残る食味」等の回答が得られた。
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Table 1. Major plant species with the coverage ≥1% inside and outside the experimental paddock. Coverage: 3+, 25- 50%; 2
+, 10- 25%; 1+, 1- 10%.
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Table 2. Plant species grazed by the two goats inside and outside the experimental paddock. Preference for the plants were
classified according to the grazing time allocation to each species: ●, >35%; ○, 10- 35%; +, <10%.
Fig. 1. Results of tasting test by humans among three plant species Artemisia princeps, Stellaria media and Glechoma
hederacea. A. princeps was often grazed by the two goats, S. media was sometimes grazed, G. hederacea was never grazed.
Ratings of these species were evaluated based on taste (a) and odor (b) of uncooked, raw plants.
全体を通しての感想として、「ヨモギがとても苦かっ
た」、「カキドオシの方がコハコベより風味が良い」
といった回答が得られた。
考察
牧区内の植物相については、ヤギの放牧が始まっ
て４年が経過しているため、ヤギの嗜好性が高い植
物は食べつくされており、嗜好性が低い植物の被度
が高かった。ヤギのクズとススキに対する嗜好性が
高いことはすでに広く知られている（小西・廣田
1998、城戸ほか 2003、卯城・加藤 2012、森田ほか
2013、主税ほか 2014）。ヤギのカラムシに対する嗜
好性も高く（中西ほか2011）、牧区外では、９月から
10月にかけてカラムシに対する嗜好度が高かったた
め、10月30日の時点ではカラムシはほとんど食べつ
くされ被度が激減していた。
ヤギの嗜好性に関して、ヨモギについては牧区内
で嗜好度と選好度ともに高い一方、牧区外では低
かった。嗜好性がそれほど高くないヨモギが牧区内
で利用されていたのは、牧区内では嗜好性の高い植
物が食べつくされたことが影響していると考えられ
る。同様の傾向として、牧区内で採食が確認された
ものの牧区外では確認されなかった種数は、牧区外
で採食が確認されたものの牧区内では確認されな
かった種数よりも多かった。ミゾソバは牧区内では
嗜好度と選好度が高かったのに対して、牧区外では
９月と11月には採食が確認されなかった。しかし、
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Table 2. (Continued)
10月には牧区外でミゾソバが最も優占し、ヤギの嗜
好度も高かった。一般にミゾソバの花期は８-10月
であり（高橋 1990）、調査地の怒田地区では10月に
花を咲かせていた。10月の牧区外におけるミゾソバ
は被度も高かったことから選好度は０とそれほど高
くはなかった。花があることで視認性が高まってい
た可能性があり、10月のミゾソバは豊富にあったこ
とから花をつけたミゾソバを好んで食べていたので
あろう。ヒメクグは牧区内で嗜好度と選好度がとも
に高かったにもかかわらず被度が減少しなかったの
は、この草本は根茎により占有面積を拡大すること
から、採食に対して抵抗力のあることがその理由で
あろう（樫野・伊藤 1995）。
カキドオシやニガクサなどシソ科に属する４種
は、いずれもヤギに採食されることはなかった。シ
ソ科は精油を含み独特の芳香をもつものが多く（相
賀 1988、堀田ほか 1989）、ヤギは食べる前に匂いを
嗅ぐ行動がみられたことから、草食家畜の嗜好性に
は匂いが関係している可能性が高い（関根ほか
2002）。同じく匂いの強いショウブについても、牛
や馬にも採食されないとの報告がある（岡野・岩元
1989）。ワラビ（Pteridium aquilinum）、ヨウシュヤ
マゴボウ（Phytolacca americana）、ヒガンバナ
（Lycoris radiata）に対しても一度も採食が確認され
なかったが、これらの種は共通して毒となる物質を
含んでいる（岡田 2002）。
草本に対する好みはヤギとヒトでは異なり、味と
匂いに関して、ヒトが生で食べて許容できたのはコ
ハコベ、カキドオシ、ヨモギの順であった。ヨモギ
は渋味物質であるタンニンを多量に含む（奥田
1995、土肥 1996）。カキドオシはシソ科の一種であ
るが、日本では生のシソは刺身のツマや薬味として
使用され、欧米などでハーブとして利用されている
バジルやオレガノ（ハナハッカ）などもシソ科であ
る。このようにシソ科には古くからヒトによって生
もしくは乾燥された状態で利用されてきた種が多
い。カキドオシはハッカに似た匂いがあり（福島
1998）、ヒトには抵抗感が少なかったのかもしれな
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Table 3. Selectivity of the two goats for major plant species with the coverage ≥1% inside and outside the experimental
paddock. The selectivity for a species was calculated as the preference divided by the coverage for the species. Selectivity greater
than 1 means that the plant species is palatable to the goats, and selectivity smaller than 1 means that the species is unpalatable.
Degrees of selectivity were classified into four categories: ++, >4; +, 1.25-4; 0, 0.75- 1.25; -, <0.5. Note that the category "-"
includes species that were not grazed (selectivity = 0).
い。ヤギは主に匂いを頼りに、一方、ヒトは主に味
を頼りにしていることから、嗜好性に違いが出たと
考えられる。
ヤギの嗜好性に関係する植物側の要因は有毒物
質、味物質、匂い物質といった化学物質のほかに、
草丈や葉の密度からなる群落構造などが挙げられる
（雑賀 1990、土肥 1996）。家畜の採食量は食べ易さ
の影響を強く受け、群落構造で食べ易さは異なる（雑
賀 1990）。匍匐性のカキドオシや小型草本のコハコ
ベと比較してヨモギは草丈が高いことから（高橋
1990）、ヨモギは食べやすくカキドオシとコハコベ
よりも嗜好性が高かったのであろう。
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Abstract
Grazing behavior of two female goats was observed
to identify plant species which were palatable to the two
goats inside and outside an experimental paddock in an
abandoned cropland in Otoyo Town, Kochi Prefecture.
The paddock has an area of 1075 m
2
where four years
have passed since pasturing. Outside the paddock, the
goats were released and free to graze in an area of 122
m
2
. Plant species which were palatable to the two goats
such as Pueraria lobata, Boehmeria nipononivea,
Miscanthus sinensis and Morus australis were hardly
observed inside the paddock. Palatability for Artemisia
princeps differed inside and outside the paddock.
Because the palatable plant species were not available
inside the paddock, it was considered that a less palatable
species A. princeps was grazed instead of the palatable
ones. The palatability for Persicaria thunbergii was
temporarily enhanced in October when this species was
flowering, suggesting that palatability for plants could
depend on the presence or absence of flowers. The toxic
plants and Labiatae herbs were never grazed by the two
goats.
Key words: Abandoned cropland, flowering, goat,
grazing, Labiatae, palatability.
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